
令和７年度

改善方策

10月 ２月

・単元テストにおいて目標達成到達率
を上回る児童を８０％以上にする。

80%
（小）
78.0%

（小）
86.3%

107.8% 4
・高学年を中心に、計画的に乗り入れ授業を実施することができた。また、小中の教職
員が相互に児童の理解度・意欲、つまずきなどを多面的に把握し、授業改善に生か
し、目標を達成すことができた。

・各教科で「乗り入れ授業で育てたい力」を明確化し、月１
回の短時間ミューティングで、乗り入れ授業の成果と課題
を共有する時間を確保する。

A
A12　B1

C1

・テスト等で成果が表れている

・半期に1回は、小中の授業をお互い
の教員が見て回る。

100% 33.0% 80.0% 80.0% 2

・小学校では、教科ごとの課題や指導の方向性を共有し、授業づくりや指導方法につ
いて意見交換を行った。学級を開けることが難しく、中学校の授業を参観できない教
職員もいた。
・中学校では、児童が中学校への進学時にスムーズに中学校生活へ移行できるよう
にするために児童の実態や小中の教科の接続を把握することを目的として授業参観
を行った。その際の気付きを交流する場を設け、来年度に向けて授業の進め方を考え
ることができた。

・小学校では、教職員が授業参観しやすい環境を整える
ために、事前の調整やサポート体制を整える。
・中学校では、９年間を見通した資質・能力の育成につな
がる授業改善となるよう、参観の目的を明確化し気付き
をもとにした研修を行う。

B

A2 B9
C3

・交流の目的を明確にして実施するとよい。
・小学校の様子を見ると、担任が教室を離れることが難しい様子が窺える。
・参観しやすい環境整備を整えてほしい。

・板書のルールを小中でそろえる。 100% 86.7% 100.0% 100.0% 4

・小学校では、児童が見通しのもてる学習環境づくりを行い、「めあて」「問題」「まとめ」
の掲示資料を全学級で揃え、思考の流れが分かる板書になるようにした。
・中学校では、小学校からのスムーズな接続となるように、全教職員が板書のルール
をそろえて授業を行うことを意識することができた。

・小学校では、安心して学習できる環境をつくるために、
よい板書例を持ち寄ってモデルを作成するなど、全教員
で共有したり、児童にも周知したりする、。
・中学校では、生徒の思考の足場となる板書にするた
め、「めあて」と「まとめ」の質的向上や「構造的な」板書の
在り方を目指した研修を行う。

A

A13 B1

・思考の可視化と円滑な小中接続に向けた基盤が確立されている。
・進学時に学習にスムーズには入れていてよい。

・推論する力に関する検証問題を実
施し、各学年の昨年度の正答率を上
回る。

80% 72.2%

（小）
95.4％
（中）

81.4％

（小）
119.3％

（中）
101.8％

4

・小学校（第４・５・６学年）では、育成された推論する力が発揮することができるかを見
る独自問題の正答率が演繹的推論：95％、帰納的推論：96％であった。
・中学校（全学年）では、育成された推論する力が発揮することができるかを見る独自
問題の正答率が演繹的推論：89％、帰納的推論：73％であった。

・小学校では、これまでの研究で積み上げた教科以外で
の推論する力の育成について研究を深める必要がある。
・中学校では、データや資料を扱う際、共通していえるこ
とや関係性をしっかり表現させる授業改善が必要であ
る。また、表現したその共通性や関係性をクリティカルに
見る視点を育成する必要がある。

B

A8 B5
N1

・推論スキルの向上が見られる。
・取組の成果を子供の姿として見とれている。
・批判的視点の育成も期待したい。

・各学年で地域をフィールドとしたカリ
キュラムを開発し、児童生徒質問紙
において「地域貢献したい」と回答す
る児童生徒の割合を８５％以上にす
る。

85% 83.5% 92.2% 108.5% 4

・小学校における肯定的回答は96.8％であった。各学年で地域をフィールドとした学習
を行ったことで、児童の地域への関心や主体的な関わりが高まったと言える。また、地
域の方との交流や地域課題を扱う学習が、児童の学習意欲の喚起や推論する力の
発揮につながった。
・中学校における肯定的な回答は85.7％であった。各学年で行った地域をフィールドと
したカリキュラム開発と地域の方とともに学習を進めた成果である。また、「地域の人
たちから大切にされていると思う」と感じている生徒が96.7％であった。

・小学校では、地域課題を題材にし探究の過程に「推論」
を位置付けた学習プロセスを明確化するために、シラバ
スの見直しと修正を行う。
・中学校では、「地域貢献しようとする」生徒を育成するた
めに、カリキュラムの改善を行い、ゲストティーチャーとの
学びの場を効果的に位置付ける。

A

A10 B3
C1

・地域からの愛着を感じる生徒の割合が高い点は素晴らしい成果である。
・地域の中で、地域の人と関わりながら学ぶこと・考えることを通して、児童生徒が「地域の一
員」であることを意識してもらえたら嬉しい。

・各教科で志和小中学校版eSTEAM
教育を意識したカリキュラムを開発
し、実践する。

100% 80.0% 86.4% 86.4% 2

・小学校では、年間で国語科(1)、社会科(4)、算数科(4)、理科(4)、生活科(4)、総合的
な学習の時間(4)、生活単元学習(1)において、志和小中学校版のeSTEAM教育の実
践を試行錯誤した。しかし、発達段階による難しさから課題を解決するに至らないこと
がある。
・中学校では、年間で国語科(1)、社会科(1)、数学科(4)、理科(5)、音楽科(3)、保健体
育科(4)、英語(2、総合的な学習の時間(3))、自立活動(1)において、志和小中学校版の
eSTEAM教育の実践した。一方で、教科の特質上、本校が設定したeSTEAM教育の視
点で課題解決することに難しさを感じているものもある。

・小学校では、発達段階に応じた志和小中学校版の
eSTEAM教育の教科横断的な学びになるようにカリキュラ
ム開発を継続して行う。
・中学校では、いろいろな教科でeSTEAM教育を実践でき
るようにするために、eSTEAM教育の実践事例等を共有
化を図る。

B

A2 B10
C2

・実践を踏まえた改善を続けてほしい。
・教科特性や発達段階に応じた課題解決手法に難しさが残る。事例共有による質的向上が求
められる。
・研究会に参加し、先進的、実験的な取組が行われていることが実感できた。

　ICT活用の推進を図り、児
童生徒の学習意欲と興味・
関心を高める。

・各教科の特性に応じて、効果的にICTを
利活用する。

・児童生徒質問紙、教職員質問紙に
おいて、「ICTを積極的に学習に使っ
ている」と回答する児童生徒及び教
職員の割合を９０％以上にする。

90% 91.1%

92.0％

児童生徒
92.2％
教職員
81.0％

102.2％

児童生徒
102.4％
教職員
90.0％

4

・小学校における肯定的回答は教職員91.6％、児童96.8％であった。教職員間でICT
活用スキルに差があるため、その差を埋めていく必要がある。
・中学校における肯定的回答は教職員66.6％、生徒86.0％であった。調べ活動やドリ
ルなどの反復学習、レポート作成などで活用することが多かった。一方で、具体物の
操作不足による既習内容の理解や定着が不十分な状況も見られるため、学習内容
（技能）の習得とのバランスに配慮する必要性が明らかになった。また、タブレットの性
能との関係から、活用が難しい状況もみられた。

・小学校では、誰もがICTを活用できるスキルとするため
に校内研修を行い、ICTが得意な教員の実践を共有す
る。また、情報モラル・デジタルリテラシーの体系的な指
導も合わせて行う。
・中学校では、各教科の特性に応じたICTの利活用がで
きるよう、今後もICT支援員の協力を得た研修を行う。

A

A8 B5
C1

・教科特性に応じた支援を受けてほしい。
・時代の要請にこたえつつ、児童生徒が自ら考える力もバランスよくつけてほしい。
・ICT機器の便利さを生かしながら、様々な弊害から子供たちを守る指導もお願いしたい。
・ネットモラルについて、保護者との連携を行いながら指導をしてほしい。
・ICTもAIも積極的に経験させてほしい。

　児童生徒の自己有用感を
高め、アイデンティティの確
立を図る。

・児童生徒の主体性と自発性を育てるた
めに、児童会や生徒会活動をはじめとし
た活動を充実させる。
・児童生徒の自己肯定感を高めるため
に、スモールステップで成功体験を積み
重ねさせるともに、適切に評価する。

・児童生徒質問紙において、「集団
（学校、学級、部活動、地域など）のた
めに自分の力を使ったり、人と協力し
たりして取り組んだ」と回答する児童
生徒の割合を85％以上にする。

85% 95.2% 92.1% 108.4% 4

・小学校における肯定的な回答は93.2%だった。どの学年においても地域の方々にお
世話になりながら学習を進める機会を設けたことにより、他者意識が高まったことが考
えられる。また、係活動や委員会活動の見える化、評価をすることにより子どもたちが
より実感を味わえたと考えられる。
・中学校における肯定的な回答は90.2％だった。行事や生徒会活動、学級運営等にお
いて生徒が主体的に取り組み、教師が適時に評価する取組の成果が表れている。ま
た、Icheckにおける生徒の精神的な面の成長も全学年上昇している。

・引き続き児童生徒主体の活動を促し、適切なタイミング
で評価を行うことで自己有用感を高める取り組みを行う。
・小中の交流や連携を密にし、９年間の見通しを持ち、指
導を行う。

A

A12 B2

・自己有用感をもっていることは社会においても大切なことであると考えるため、90％以上の児
童生徒が肯定的に回答していることは素晴らしいと思う。
・地域連携を通じた他者意識の向上や適時の評価による動機づけが有効に機能している。

　自己の健康づくりに主体
的に取り組む児童生徒を育
成する。

・児童生徒が自らの健やかな体作りに取
り組めるようにするために、児童生徒が
リズムチェック週間における自己の生活
を振り返り、改善のための目標を立てる
時間を設ける。

・リズムチェック週間の振り返りにおい
て、「目標を達成することができた」と
回答する児童生徒の割合を80%以上
にする。

80% 87.0% 87.3% 108.8% 4

・小学校における肯定的回答は93.1％だった。生活リズムチェック週間の前に、重点項
目の意図や具体的な取組を示したり、保護者啓発を行ったりすることで、保護者が児
童の生活を支える意識が高まったと思われる。
・中学校における肯定的な回答は76.0％だった。下半期は各生徒が自身の課題に即
した具体的な目標設定を行えるよう促した。数値上の達成率は前回を下回ったが、生
徒一人ひとりが主体的に課題に向き合うことで、質的な向上ができた。

・引き続き、目標設定のレベルに着目させ、意味のある取
り組みを実施する。

A

A12 B1
C1

・自分の生活や健康を振り返って生活リズムを整えたり意識したりすることが身に付く良い取組
である。
・継続的に個別目標設定の指導を行ってほしい。
・自分の子どももリズムチェック週間の時は目標を達成しようと頑張っているので、良い取組をし
てもらっていると感じている。

　安全で安心できる教育環
境を整える。
＊SSR生城山（おおぎや
　ま）ルーム（小中）の充実
　(不登校児童生徒への
　対応)

・不登校の未然防止のため、学級におけ
る積極的生徒指導を行う。
・児童生徒理解を深めるために、スクー
ルカウンセラーや心のサポーター等と連
携するとともに、SSRを適切に運営する。

・児童生徒質問紙において、「安全・
安心に学校生活をおくることができて
いる」と回答する児童生徒の割合を
85%以上にする。

85% 92.3% 98.8% 116.2% 4

・小学校における肯定的回答は98.8%であった。一斉下校時や各担任から週末や週初
めに振り返りを行うことで意識を維持することができたことが考えられる。また、SSRの
活用やSC及びSWと連携をしつつ、個別に落ち着いた環境を整えることができた。
・中学校における肯定的回答は98.9％であった。上半期に引き続き、教職員やSC、心
のサポーター、外部機関等で連携を行い、安全・安心な環境を作れるように取り組ん
だ。生城山ルームで過ごしていた生徒は、自ら教室に復帰した。

・引き続き、生徒の様子を細かく見守る。
A

A13 B1

・SSRの活用や専門職との連携が実効性をもって機能している。
・整えられた環境に身を置くことで安心して学級に戻れたことは嬉しいことである。
・不登校の児童生徒の居場所づくりを引き続き行ってほしい。

　コミュニティ・スクールの体
制をもとに、地域連携を推
進する。

・コミュニティ・ルームを拠点とした地域人
材との連携や活動を実施する。

・コミュニティ・スクール推進員と地域
学校協働推進員、管理職との連携を
毎月1回行う。

100% 100.0% 100.0% 100.0% 4

・コミュニティ・スクール推進員と管理職との連携を毎日行った。
・総合的な学習の時間等に、地域の方にゲストティーチャーとして来ていただいたこと
で、教職員は学習の在り方・進め方に新たな視点をもつことができたり、ゲストティー
チャーとのやり取りを通して児童生徒の思考が深まったりした。
・「地域人材や施設を積極的に活用し、CSとしての特徴を出している。」に対する肯定
的回答をした保護者は88.9％(前期比＋7.4％)である。

・児童生徒の資質・能力の向上を図るために、地域との
効果的な連携ができるよう、活動の時期や内容について
整理したものを作成中である。

A

A10 B3
N1

・地域住民の参画が教育効果の向上に直結している理想的な体制である。
・部活動の地域展開に向けて学校・自治体・地域が一体となって考えてほしい。
・子どもが自由に過ごせる場所や空間を地域で作ることも考えたい。

　学校ＨＰや学校だより等に
よる情報発信を定期的に行
う。

・学校の取組や児童生徒の活動の様子
を広く発信する。

・学校だよりを毎月発行するとともに、
学校ＨＰを随時更新する。

100% 100.0% 100.0% 100.0% 4

・毎月発行の学校だよりや学級通信、HP更新などを活用して、随時情報発信してい
る。
・各行事や活動の目的(ねらい)や児童生徒の取組の様子や感想を伝えるようにしてい
る。

・保護者に対する啓発的な内容も掲載できるようにする。
A

A12 B1
C1

・定期発行が着実に行われており、行事等の目的が伝わっている。
・保護者に対する啓発的な内容の追加という改善策も前向きで適切である。
・いつも楽しみにしている。
・委員には情報公開をしてほしい。

働
き
方
改
革

4
　業務改善を推進、超過
勤務時間の月平均45時間
以内を目指す。

　働きやすい環境づくりを推
進し、教職員の健康促進す
るとともに、働きがい・やり
がい等の意識の醸成する。

・教職員の心身の状況を積極的に把握
する。
・児童生徒の学びや活動を充実させるた
めに、目的を意識した指導を行うととも
に、地域の協力ネットワークを活用する。

・学校衛生委員会において、入退校
記録等に基づいた分析や教職員の
心身の状況把握を行うとともに、改善
に向けた検討を毎月1回行う。

100% 100.0% 100.0% 100.0% 4

・小中合同企画委員会を毎月１回実施し、行事や教室・体育館使用等のすり合わせを
行た。
・PTAや地域の方の協力を得て教育研究会を行い、これまでの研究成果を発表して参
加者から好評を得た。
・「働きやすさ」と「働きがい」の両立を目指して、衛生委員会を毎月実施し、教職員の
心身の状況を把握し、分担の調整や協力できる雰囲気の醸成を図った。
・超過勤務時間の４～１月期の月平均は小36:18（昨年40:23）、中35:53（昨年44:44）で
あった。

・来年度の計画を作成するために、小中合同行事や乗入
れ授業の目的を再確認したり、今年度の成果と課題を整
理したりしているところである。
・行事やゲストティーチャー等への協力を引き続きお願い
したい。
・部活動の地域展開に向け、部活動指導者を紹介してほ
しい。

A

A13 B1

・超過勤務時間を45時間以内に抑えつつ、衛生委員会で具体的な調整が行われており、働き
方改革が実効的に進んでいる。
・特色ある魅力的な学校づくりが成果を挙げつつある。
・先生たちの健康が第一であるため、十分に留意してほしい。
・先生があこがれの職業となるように引き続き改善をお願いしたい。
・PTAとしても協力していきたい。

　
　

学　校　評　価　表 （　中間評価　・　最終評価　） 東広島市立志和小学校・中学校

学校教育目標 夢と志をもち 果敢に挑戦し 自己実現する児童生徒の育成 経営理念
【ミッション】「地域とともに未来を創る　－学校での学びを地域社会に結びつける―　」
【ビジョン】〇課題に主体的に向き合い、解決に向けた行動をとることのできる人材の育成。
　　　　　　 〇変化の大きい世界の中で状況を把握し、目標を持ち、他者と協力して課題解決に取り組むことのできる人材の育成。

評価計画 自己評価 学校関係者評価

項目 重点 中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目
目
標
値

コメント
（２月）

達成値 達成度
（２月）

評価
（２月）

結果と課題の分析
（２月）

改善方策
（２月）

評価
（２月）

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。

（
生
徒
指
導

）

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

2

　自立・自律し、自他のこ
とを大切にし、自己の健康
と体力について理解して、
高めていこうとする児童生
徒を育成する。

〈重点〉
・SSR、通級指導教室の
  効果的運用
・部活動の地域展開
・小中合同スポーツ大会
  等の異年齢交流行事

信
頼
さ
れ
る
学
校

3

　地域とともにある学校と
して、信頼される学校づく
りを推進する。

・コミュニティ・スクールの
  運営体制の充実

確
か
な
学
力

（
学
習
活
動

）

1

　学びに向かう姿勢を整
え、育てたい資質・能力
“推論する力”の育成を図
る。

〈重点）
・小中一貫教育による学
  びの充実
・地域貢献・地域活性化
  プロジェクト

　小中一貫・接続教育を推
進し、児童生徒が安心して
学習できる教育環境を整え
る。

・学力を向上させるため、高学年を中心
に、理科・英語・音楽の乗入授業を行い、
児童の状況を多面的に把握し指導に生
かす。
・小中の授業交流を積極的に行う。

　eSTEAM教育を推進し、児
童生徒の「推論する力」を各
教科で育成する。

・算数・数学、生活科、理科を中核とし、
「推論する力」を育成する授業づくりを小
中合同で開発する。
・地域をフィールドとし、推論する力を発
揮できるカリキュラムを開発する。

■自己評価
４…１００％以上 ３…９０～９９％達成 ２…８０～８９％達成 １…７９％

■学校関係者評価
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない （Ｎ…判定できない）


